
   
 

電関ﾓｰﾀｰｽﾄｯｸｶｰﾚｰｽ｢ﾚｯﾄﾞﾗｲﾝ 7000｣2023 <開催要領> 
 

【１．開催コンセプト】 

『ｽﾛｯﾄｶｰ黎明期、60 年代の一時、一世風靡したといっても過言でないくらい、電関ﾓｰﾀｰが流行った 

時期があったが、何よりｱﾒ車＝ｽﾄｯｸｶｰとの関わりが大きい。(中略)  私はﾀﾐﾔや青柳金属（AYK）の

ｼｬｰｼやﾊﾟｰﾂをいろいろ組合せて楽しんでいたが、自身で電関ﾓｰﾀｰ用ｼｬｰｼを作ることはなく遠く憧れ

ていただけだった。(中略) ｼｬｰｼ制作して 60ｓﾚｰｼﾝｸﾞﾓﾃﾞﾙｶｰ復活！･･できたらいいな。』 

(｢VX のﾌﾞﾛｸﾞ｣2022.4.16 より抜粋) 

夢の企画･･電関ﾓｰﾀｰｽﾄｯｸｶｰﾚｰｽ･･その名も｢ﾚｯﾄﾞﾗｲﾝ 7000｣。 

2022.10､2023.2 に続き、RPMB に舞台を移しての 2023 Rd.2 を 6/11(日)10-13 時に開催します。 

皆様、奮ってご参加下さい！ 

 

【２．マシン構成】 

①  ｼｬｰｼ：60s ｽﾛｯﾄｶｰｼｬｰｼ or60s ｽﾛｯﾄｶｰﾘﾌﾟﾛｼｬｰｼに必要な改造を施して使用｡ 

ﾈｼﾞ類､ｻｽﾍﾟﾝｼｮﾝｽﾌﾟﾘﾝﾝｸﾞ等は交換自由､ｽｲﾝｸﾞｱｰﾑは可動 or 固定いずれも OK。 

ﾓｰﾀｰ：ｹﾑﾄﾛﾝ 8V 巻 or ｶﾂﾐ 8V 巻電関ﾓｰﾀｰのﾉｰﾏﾙ仕様に限定。 

②  ﾎﾞﾃﾞｨ： 50s-60s ﾌﾙｻｲｽﾞｽﾄｯｸｶｰ 1/25 ﾌﾟﾗｷｯﾄ(AMT､JO-HAN､Revell､Lindberg 等＋ﾀﾐﾔ･ﾊｾｶﾞﾜ当時物･

再販物も OK）に、自由な発想､実車仕様､ﾀﾐﾔ・ﾊｾｶﾞﾜ当時物ｷｯﾄ箱絵仕様等々･･個々のｲﾒｰｼﾞで 

ｶﾗｰﾘﾝｸﾞ･ﾃﾞｶｰﾘﾝｸﾞを施して下さい。 

 ﾎﾞﾃﾞｨ･ｺｸﾋﾟｯﾄ部･ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ等の塗装とｵﾘｼﾞﾅﾙﾊﾟｰﾂの取付けを原則とします｡ 

③  ｶﾞｲﾄﾞは MINT 製 T ｶﾞｲﾄﾞ or 明治屋 60s ｶﾞｲﾄﾞ。ｶﾞｲﾄﾞ軸の止め方はｽﾄｯﾊﾟｰやﾈｼﾞ止め等自由。 

④  ﾌﾞﾗｼはﾈｼﾞ止め穴でとめられれば自由。ｶﾞｲﾄﾞ部はﾎﾞﾃﾞｨ上面から見て露出しないこと。  

⑤  ﾎｲｰﾙはｱﾙﾐﾎｲｰﾙでﾒｰｶｰ自由。ﾎｲｰﾙ幅は自由。ﾎｲｰﾙｲﾝﾅｰを装着して下さい。  

⑥  ﾌﾛﾝﾄﾀｲﾔは黒色のｽﾎﾟﾝｼﾞ or ｺﾞﾑ製。径 26mm 以上、幅 8mm 以上。 

ﾘｱﾀｲﾔはｸｹﾞﾇﾏ･ｼﾘｺﾝﾀｲﾔに限定。径 28mm 以上、幅 12mm 以下。 

⑦  ｼｬﾌﾄは 3mm 径のｽﾁｰﾙ or ｽﾃﾝﾚｽ製。(中空ｼｬﾌﾄ､ｶｰﾎﾞﾝｼｬﾌﾄ等は NG) 

⑧  ﾋﾟﾆｵﾝｷﾞｱ､ｽﾊﾟｰｷﾞｱ or ｸﾗｳﾝｷﾞｱの組合せは自由とします｡ 

⑨  ﾄﾚｯﾄﾞはﾎﾞﾃﾞｨ最大幅まで。 

⑩  最低地上高はｶﾞｲﾄﾞ部を除き全ての部分で 2mm 以上。ﾓｰﾀｰ最下部のみ 1mm 以上とします｡ 

⑪  ﾏｳﾝﾄ方法：MINT ﾀﾐﾔｼｬｰｼの 3 点止め等に合わせて､ﾋﾞｽ止めﾏｳﾝﾄを自作して取付けて下さい。 

⑫  ｳｴｲﾄ搭載:20g 以内 OK。 

60s ｽﾛｯﾄｶｰのことはｺﾁﾗへ→MINTHOBBY ﾔﾌｵｸ ID:｢mriioiio｣ 

【３．レース実施要領】 

〇6/11(日)RPMB ｵｰﾊﾞﾙｲﾝﾌｨｰﾙﾄﾞｺｰｽ(ｽﾄｯｸｶｰ:10V、ﾚﾍﾞﾙ GT:10V)での開催を予定します。 

〇10 時集合→フリー走行→11 時ﾚｰｽ 1 ｽﾀｰﾄ⇒以降適宜進行⇒13 時頃終了予定。 

〇当日は｢ﾚﾍﾞﾙ 1/24SP600 ｷｯﾄﾚｰｽ｣(ﾌｪﾗｰﾘ 250GTO､ｺﾌﾞﾗﾌｫｰﾄﾞ､ｽﾃｨﾝｸﾞﾚｲ)との｢2 ﾚｰｽ開催！｣。 

〇60s ﾚﾍﾞﾙｷｯﾄ 3 車種を、以下のﾏｼﾝ構成でご準備下さい。 

・ﾎﾞﾃﾞｨ･ｼｬｰｼ･ﾓｰﾀｰ(SP600)はｷｯﾄの組合せ通り使用｡・ﾃﾞｨﾃｰﾙｱｯﾌﾟのためのﾎﾞﾃﾞｨﾊﾟｰﾂ変更 OK｡ 

・ﾀｲﾔ径･ﾀｲﾔ幅･ﾀｲﾔ材質･ﾎｲｰﾙ･ｼｬﾌﾄ･ｷﾞｱ･ｶﾞｲﾄﾞ･ﾌﾞﾚｰﾄﾞ：自由。(ﾎﾞｰﾙﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ導入は NG) 

・ﾏｳﾝﾄ方法：ﾏｳﾝﾄﾎﾟｽﾄへのﾋﾞｽ止め｡ ・ｸﾘｱﾗﾝｽ：1mm 以上。・ｳｴｲﾄ搭載：20g 以内 OK｡ 

   

2023.4.22＜幹事：臼井＞ 


